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「豊穂川桜花」　日展会員 小関修一作（犬塚在住）
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催
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催
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第 90号	 小山シルバーだより	 令和 6年 5月 25日（2）

新年度が始まるにあたり

理
事
長

　生
井
克
明

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
は
２
年
を
経
過
し
て
も
、
先
行
き
が
見
え

ず
、
昨
年
10
月
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス

に
よ
る
紛
争
が
勃
発
し
、
未
だ
解
決
策
が
見

い
だ
せ
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
原
油

価
格
が
高
騰
し
、
そ
れ
に
伴
い
諸
物
価
が
上

昇
し
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

　
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
が
軽
減
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
景
気
を
回
復
さ
せ
る
べ
く
、
財
界

に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
求
め
て
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
要
望
に
応
え
、
満
額
に
近
い
回
答

を
す
る
企
業
も
出
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
が

セ
ン
タ
ー
事
業
に
も
及
ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
セ
ン
タ
ー
創
立
40
周
年
を
記

念
し
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
盛
大
に
実
施

し
た
ほ
か
、
記
念
の
事
業
を
企
画
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
頂
き
、
成
功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、地
域
社
会
の
臨
時
的
・
短
期
的
・

軽
易
な
需
要
に
応
え
、
就
業
す
る
こ
と
に
よ

り
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
主
な
取
組
み
・
重
要
事
項
に
つ
い
て

〇
安
全
就
業
の
徹
底

　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
草
刈
り
班
と
植
木

班
の
代
表
者
に
も
参
加
し
て
頂
い
て
か
ら
事

故
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、
事
故
が
無
く
な
っ

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
事
故
防

止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
５
月
の
連
休
を
迎
え
、
熱
中
症
に
注
意
を

要
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日
常
の
健
康
管
理
に
努
め
、

熱
中
症
に
は
水
分
補
給
等
の
対
策
に
心
が
け
ら
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

〇
会
員
へ
の
情
報
発
信
の
充
実

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
就
業
情
報
を
発
信
す
る
と
共

に
、
サ
ー
ク
ル
や
親
睦
会
を
含
め
た
会
員
の
活
動
を
支
援
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
マ
イ
ル
・
ツ
ー
・
ス
マ
イ
ル
の
登
録
者
数
も
増
え
て
き
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
拡
充
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

〇
シ
ル
バ
ー
事
業
の
普
及
と
事
業
所
訪
問

　
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
等
の
資
料
を
活
用
し
、
シ
ル
バ
ー
の
有

用
性
の
普
及
に
努
め
ま
す
。
そ
の
中
で
、
シ
ル
バ
ー
に
ご
理

解
の
あ
る
事
業
所
を
中
心
に
事
業
所
訪
問
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
支
援
に
つ
い
て
も
、
小
山
農
協
管
内
の
下
野
市
・
野

木
町
の
シ
ル
バ
ー
と
も
協
議
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
へ
の
対
応

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
施
行
に
よ
り
、
会
員
の
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
セ
ン
タ
ー
に
は
消
費
税
の
負
担
が
増
大
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
更
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
す
と
セ
ン
タ
ー
の
負
担
は
軽

減
さ
れ
ま
す
が
、
契
約
方
法
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
対
応
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
中
期
計
画
の
見
直
し

　
令
和
２
年
度
を
初
年
度
と
す
る
中
期
計
画
が
最
終
年
と
な

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
５
年
間
に
向
け
、
見
直
し
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
契
約
金
額
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
軽
減
さ
れ
、

持
ち
直
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
員
数
は
減
っ
た
ま
ま
で
す
。

シ
ル
バ
ー
の
普
及
活
動
を
進
め
、
新
規
就
業
先
の
開
発
方
法

を
検
討
す
る
と
共
に
、
会
員
増
強
に
向
け
、
入
会
説
明
会
の

充
実
、
広
報
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
研
究
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

東
京
都
の
生
ま
れ
、
幼
少
の
頃
か
ら
理
系
に
強
く
、

大
学
で
は
数
学
を
専
攻
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
卒
業

後
に
は
、
民
間
企
業
に
就
職
、
会
社
で
は
、
若
手
な

が
ら
中
心
的
な
社
員
と
し
て
、
貢
献
さ
れ
て
い
た
様

で
す
。

　

そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
、
小
山
市
に
転
入
。
小
山
市

役
所
に
奉
職
さ
れ
、
水
道
部
を
振
り
出
し
に
各
部
課

に
て
、
市
民
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
ご
苦
労
さ

れ
退
職
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
５
月
、シ
ル
バ
ー
に
入
会
、駐
輪
場
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
、
あ
さ
ひ
公
園
な
ど
で
就
業
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

駐
輪
場
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
の
傍
ら
、
事
務
局
の

改
善
に
も
力
を
発
揮
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち

上
げ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
，
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
始
め
、

様
々
な
こ
と
で
貢
献
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
独
自
事
業
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
設
・
運

営
に
も
関
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
は
つ
ら
つ
支
援
隊
に
所
属
し
、
エ
ア
コ

ン
清
掃
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
、
親
睦
会
の
副
会
長
を
務
め
な
が
ら
、

理
事
に
就
任
さ
れ
、
研
修
を
担
当
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。

　

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
さ
れ
る
経
験
豊
か
な
方
で
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 （
広
報
部
会
）

新
理
事
さ
ん
はは

こ
ん
な
人

事
業
部
会　

研
修
担
当

佐さ
と
う藤

盛も
り
お夫

さ
ん

（
小
山
Ｂ
地
区
）
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合計540名
男性　418名
女性　122名

令和 6年４月 20 日現在の会員数

●令和6年度地区役員のお知らせ●

地区・班  組織図

班 会員数 地区委員 区　　　　　　域

1 8名 花塚　泰明 花垣町･本郷町
2 12名 六谷　幸三 城山町･中央町･宮本町・八幡町・神明町

3 5名 針生　忠男 大字立木・城西１〜２丁目・大字小山（小山一小区域）

4 4名 長　克己 大字大行寺（小山一小区域）

5 7名 坪野谷　勉 天神町･大字神鳥谷（宇都宮線西側）

6 16名 遠藤　和彦 城北（一丁目・四丁目～六丁目）・駅東通り（三丁目）

7 4名 羽田野和彦 城北（二丁目・三丁目）・大字犬塚（城北小区域）

8 3名 中田　正 若木町（一丁目・二丁目）・大字喜沢（小山中学校南側）
9 5名 菊池　義夫 若木町（三丁目）・大字喜沢（城北小区域）

10 7名 大出ヒロ子 神鳥谷（丁目）・大字外城･粟宮（丁目）
11 15名 三田　清 東城南（一丁目～四丁目）・大字小山（50号線南）

12 11名 上杉　俊子 東城南（五丁目）・西城南（四丁目）

13 14名 佐々木茂二 西城南（一丁目～三丁目）

14 10名 白井　利宗 西城南（五丁目～七丁目）・大字神鳥谷（宇都宮線東側）

15 11名 髙橋　俊明 駅南町（一丁目～四丁目）・神山・三峯
16 5名 高柳　義夫 駅南町（五丁目・六丁目）・大字小山（50号線北）

17 16名 石丸　悦雄 駅東通り（一丁目・二丁目）・城東（一丁目・二丁目）
18 8名 福田　峰夫 城東（三丁目～五丁目）

19 3名 川瀬　明 城東（六丁目・七丁目）

20 14名 櫻井　省子 大字土塔・大字犬塚（水戸線南・環状線西側）

21 18名 西田　勝美 犬塚（一～八丁目）・大字犬塚の一部（犬塚三丁目の東北部）
22 21名 佐藤　正美 中久喜（丁目）・大字中久喜

23 9名 中村　和明 大字横倉（１～ 399・500 ～ 1293）・大字田間
24 13名 室井　定平 大字横倉（400 ～ 499）

25 11名 大平　雄次 大字横倉新田（１～ 99・200番地の一部）

26 13名 坂井　幸信 大字横倉新田（100 ～）

27 10名 大塚　増男 大字向原新田・大字雨ヶ谷・大字雨ヶ谷新田・大字横倉（1294 ～ 1400）

28 7名 黒川　勉 大字東野田・大字南和泉・大字武井
29 8名 山中　三二 大字塚崎

30 12名 木原　重成 東間々田（一丁目・二丁目）・大字間々田（789 ～ 999）
31 9名 髙垣　敏之 大字間々田（2000 ～）

32A 22名 平田　定男 大字間々田（1000 ～ 1999）

32B 15名 長浜　憲一 乙女（丁目）

33 7名 原田　利江 東間々田三丁目・暁

34 9名 日向野芳夫 美しが丘・大字東黒田・大字西黒田・大字間々田（１～ 783）

35 15名 松重　重行 大字千駄塚・大字粟宮

36 10名 小髙　次男 大字平和・大字乙女（１～ 499）

37 9名 安藤　和夫 南乙女・大字乙女（500 〜 799）

38 9名 大高　昇 大字乙女（800 ～）

39 4名 知久　菊江 大字南飯田

40 2名 波戸場敬二 下生井小区域・網戸小区域
41 6名 杉本　孟 寒川小区域

42 12名 小島　敏夫 旧豊田南小区域
43 14名 柏崎　勝巳 旧豊田北小区域

44 10名 赤坂　孝雄 穂積小区域
45 9名 神山　秀夫 中小区域

46 4名 松本　光重 羽川小区域（大字喜沢）
47 10名 髙田　純一 大字荒井・大字出井

48 7名 長瀧　昇 大字羽川（１～ 199・300番台・700 ～ 899）

49 12名 角田　速夫 大字羽川（200番台・400 ～ 699・900番台）

50 6名 高瀬　喜一 扶桑（一丁目）・大字飯塚・大字三拝川岸・大字東島田

51 9名 吉成　雄平 扶桑（二丁目・三丁目）・大字南半田

52 12名 酒寄　勝 萱橋小区域

53 11名 塚原　茂 旧福良小区域（大字高椅を除く）・旧梁小区域
54 8名 持田　幸廣 旧延島小区域･大字高椅

小
山
Ａ
地
区

地 区 長 竹原　正夫

副地区長 野口　和男

担当理事
伊澤三千夫

地域貢献担当 花塚　泰明

担当職員 加藤　賢一

小
山
Ｂ
地
区

地 区 長 伊藤　晴二

副地区長 高橋　俊明

担当理事
佐藤　盛夫

佐々木　茂二

地域貢献担当 三田　秀男

担当職員 石川　恵

大
谷
Ａ
地
区

地 区 長 飯島　辰夫

副地区長 梅山　喜代子

担当理事
藤倉　拓治

地域貢献担当 青木　利夫

担当職員 柗本喜美子

大
谷
Ｂ
地
区

地 区 長 海老沼文男

副地区長 小林　充親

担当理事

小林　充親

野中　昭男

　

地域貢献担当 小林　充親

担当職員 石川　恵

間
々
田
地
区

地 区 長 長浜　憲一

副地区長
小高　次男

　

担当理事
塚野　京

小倉　弘行

地域貢献担当 小高　次男

担当職員 和泉田憲吾

美
田
地
区

地 区 長 須賀　久夫

副地区長 浮田　貴史 

担当理事
生井　克明

　

地域貢献担当 小林　信治

担当職員 添野　一郎

桑
絹
地
区

地 区 長 小野原久夫

副地区長
角田　速夫

吉成　雄平

担当理事
持田　幸廣

角田　速夫

地域貢献担当 持田　幸作

担当職員 添野　一郎

公
益
社
団
法
人　

小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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掲　示　板
●
　
理
　
事
　
会

令
和
５
年
度
第
９
回
（
12
月
21
日
）

＊�
正
会
員
・�

男
性
２
名
、
女
性
３
名
の
入
会
承
認

＊�
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
国
・
全
シ
協
の
動
き
に
つ
い

て
令
和
５
年
度
第
10
回
（
１
月
21
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
１
名
、
女
性
３
名
の
入
会
承
認

＊�

表
彰
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

＊�

補
正
予
算
（
第
１
号
案
）
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
第
11
回
（
２
月
22
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
４
名
、
女
性
２
名
の
入
会
承
認

＊
職
務
執
行
状
況
報
告
あ
り

令
和
５
年
度
第
12
回
（
３
月
14
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
４
名
、
女
性
２
名
の
入
会
承
認

＊�

令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
及
び
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

＊�

補
正
予
算
（
第
２
号
案
）
に
つ
い
て

●
　
総
　
務
　
部
　
会

令
和
５
年
12
月
５
日

＊�

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
制
定
に
つ
い
て
（
検
討
）

＊�

公
募
面
談
会
に
つ
い
て

令
和
６
年
１
月
９
日

＊�

表
彰
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
６
年
２
月
３
日

＊�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
施
行
に
つ
い
て
（
検
討
）

＊�

公
募
に
よ
り
４
月
か
ら
就
業
す
る
会
員
向
け
説
明

会
に
つ
い
て

令
和
６
年
３
月
５
日

＊�

出
前
説
明
会
に
つ
い
て

＊�

ク
リ
ー
ン
作
戦
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
計
画
に

つ
い
て

●
　
事
　
業
　
部
　
会

令
和
５
年
12
月
７
日

＊�

就
業
先
訪
問（
小
山
総
合
公
園『
受
付
班・清
掃
班
』、

城
山
公
園
）

＊�

交
通
安
全
講
習
実
施
報
告

令
和
６
年
１
月
４
日

＊�

就
業
先
訪
問
（
城
東
公
園
、
駅
東
公
園
、
小
山
駅
東

駐
輪
場
）

＊�

料
理
教
室
の
実
施
に
つ
い
て

令
和
６
年
２
月
１
日

＊�

就
業
先
訪
問
（
小
山
運
動
公
園
『
グ
ラ
ン
ド
整
備
・

清
掃
班
』、
や
す
ら
ぎ
の
森
）

＊�

接
遇
マ
ナ
ー
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

令
和
６
年
３
月
７
日

＊�

就
業
先
訪
問
（
あ
け
ぼ
の
公
園
『
グ
ラ
ン
ド
整
備
・

清
掃
班
』、
思
川
駅
駐
輪
場
）

＊�

鹿
沼
市
視
察
の
報
告

●
　
広
　
報
　
部
　
会

令
和
５
年
12
月
８
日

＊�
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
89
号
の
編
集
に
つ
い
て

令
和
６
年
１
月
12
日

＊�
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
89
号
の
校
正
に
つ
い
て

＊�

か
わ
ら
版
第
39
号
の
編
集
に
つ
い
て

令
和
６
年
１
月
26
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
89
号
の
発
行
に
つ
い
て

令
和
６
年
２
月
16
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
90
号
の
企
画
に
つ
い
て

＊�

市
内
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

令
和
６
年
３
月
８
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
90
号
の
編
集
に
つ
い
て

＊�

市
内
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

令
和
６
年
３
月
22
日

＊�

市
内
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

＊�

か
わ
ら
版
第
40
号
の
編
集
に
つ
い
て

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
90
号
の
編
集
に
つ
い
て

神
久
保
・
希
望
ケ
丘
・
自
由
ケ
丘
公
園

鵜
川
賢
二
　
会
員

　

福
島
の
出
身
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
２
年
、
通
勤
に
便
利
な
小
山
に
転
入
。

　

令
和
２
年
５
月
65
歳
で
退
職
と
な
り
、
健
康
づ
く

り
を
目
的
に
入
会
。
農
家
育
ち
の
経
験
を
活
か
し
、

除
草
や
農
業
支
援
か
ら
就
業
を
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
園
清
掃
業
務
は
令
和
４
年
か
ら
で
、
こ
の
公
園

の
就
業
人
員
は
２
人
で
、
月
曜
～
土
曜
の
８
時
か
ら

12
時
ま
で
、
一
週
間
交
代
で
就
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

始
め
は
ト
イ
レ
が
汚
く
ご
苦
労
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

鵜
川
さ
ん
の
ご
努
力
も
あ
り
、
現
在
は
き
れ
い
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

筆
耕

吉
野
利
子
　
会
員

　

吉
野
さ
ん
は
、
若
い
時
か
ら
書

道
に
打
ち
込
み
、
所
属
す
る
書
道

会
で
は
、
師
範
の
資
格
を
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
筆
耕
」
に
つ
い
て
は
、
間
々
田
地
区
に
賞
状
書

き
を
教
え
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
門
を
た

た
い
た
こ
と
に
始
ま
る
そ
う
で
す
。
そ
の
方
は
か
つ

て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、「
筆
耕
」
の
お
仕

事
を
さ
れ
て
い
た
故
「
田
中
清
」
さ
ん
で
し
た
。

　

令
和
４
年
５
月
市
内
全
戸
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を

見
て
、
学
ん
だ
「
筆
耕
」
を
活
か
し
た
い
と
入
会
さ

れ
ま
し
た
。
書
く
時
は
、
誤
字
は
な
い
か
、
発
注
者

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
を
考
え
、
取
り
組
ん
で

い
る
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

人
の
気
持
ち
を
大
切
に
さ
れ
る
信
頼
で
き
る
方
で

す
。

お
元
気
な
会
員
の
紹
介

お
元
気
な
会
員
の
紹
介

は

コ
ー
ナ
ー

会
員

つ

ら
つ
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会
議
は「
ゆ
め
ま
ち
」を
会
場
に
午
前
が「
草
取
り
班
」

午
後
が「
草
刈
り
班
」に
分
か
れ
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
内
容

①
前
年
度
の
契
約
金
額

②
年
間
予
約
の
メ
リ
ッ
ト
と
成
果
報
告

③
接
客
対
応
５
原
則
の
確
認

挨
拶
、
身
だ
し
な
み
、
表
情
、
言
葉
遣
い
、
態
度

④
見
積
書
作
成
の
留
意
点

⑤
安
全
就
業
の
為
に

・
ハ
チ
刺
さ
れ
対
策

・
熱
中
症
対
策

・
刈
払
い
機
に
よ
る
安
全
対
策

カ
ッ
タ
ー
（
ナ
イ
ロ
ン
カ
ッ
タ
ー
の
禁
止
）

服�

装
、
保
護
具（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、
ゴ
ー
グ
ル
、
安
全
靴
の
使
用
）

作�

業
前
確
認（
現
場
の
下
見
、
刈
払
い
機
の
点

検
、
作
業
前
の
打
ち
合
わ
せ
）

刈
払
い
機
に
よ
る
安
全
作
業
手
順
の
遵
守

石
飛
対
策
と
し
て
、
防
護
ネ
ッ
ト
の
使
用

令
和
５
年
度
に
刈
払
い
機
に
よ
る
損
害
賠
償
の
事

故
が
２
件
あ
り
、
安
全
就
業
を
図
る
た
め
、
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

＊�

研
修
の
内
容
…
全
シ
協
作
成
の
安
全
教
育
ビ
デ
オ

の
視
聴
と
安
全
を
テ
ー
マ
と
し
た
話
し
合
い

研
修
は
２
回
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、
草
刈
り
班

全
員
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
視
聴
後
に
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
飛
び
石
に
対

す
る
意
識
の
向
上
、
事
前

の
下
見
・
話
し
合
い
の
重

要
性
、
保
護
具
の
着
用
等

の
課
題
が
議
論
さ
れ
、
安

全
意
識
の
高
揚
に
な
り
ま

し
た
。

「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」を
テ
ー
マ
と
す
る

 

●
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

予
め
定
め
た
チ
ェ
ッ
ク
事
項
に
従
い
、
聞
き
と
り

調
査
を
行
い
ま
す
。
訪
問
の
際
に
は
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
今
年
度
も
草
刈
り
班
・
植
木
班
の
代
表

の
方
の
同
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

●
事
故
発
生
に
係
る
事
故
防
止
の
検
証 

 

●
熱
中
症
に
対
す
る
注
意
喚
起 

 

●
安
全
標
語
を
活
用
し
た
普
及
活
動 

優
秀
作
品
の
表
彰
、
安
全
標
語
の
ノ
ボ
リ
の
掲
示
、

最
優
秀
標
語
を
印
刷
し
た
タ
オ
ル
の
配
布

「
安
全
標
語
」
発
表

　

今
回
、
29
人
、
55
点
の
応
募
が
あ
り
、
慎
重

な
審
査
の
結
果
、次
の
３
点
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
（
１
点
）

　

危
険
予
知
と
安
全
行
動
で
事
故
は
ゼ
ロ

坪
野
谷　

勉
会
員　
（
小
山
Ａ
）

優
秀
賞
（
２
点
）

　

安
全
は
基
本
動
作
の
積
み
重
ね
！

神
山　

秀
夫
会
員　
（
美　

田
）

　

安
全
作
業
は
手
元
、
足
元
、
心
の
管
理

本
間　

修
二
会
員　
（
大
谷
Ｂ
）

草
刈
り
安
全
作
業
研
修

草
取
り
・
草
刈
り
班
会
議

２／９・19

４／19

安
全
就
業
の
取
り
組
み
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大量の発汗

生あくび
筋肉の
こむら返り

めまい 立ちくらみ

筋肉痛

熱中症に
注意しましょう！
熱中症に

注意しましょう！
◆ 異常時の対応・・・少しでも異常を感じたら
　  〇一旦、作業を中断し、休憩する
　  〇病院に運ぶ、又は救急車を呼ぶ
　  〇病院に運ぶまでは一人きりにしない
　  ●事務所への報告、相談

◆ 就業場所（時）では
　  〇服装など…透湿性、通気性のよい服装を着用、通気性のよい帽子の着用
　  〇作業時間を短縮する…休止、休憩時間の確保（日影を利用する）
　  〇水分・塩分の摂取…こまめに水分補給（作業の前後、作業中の定期的な摂取）
　　　　　　　　　　　１日あたり1.2ℓ、5～15℃で吸収が良く冷却効果が大きい

◆ 日常の健康管理（一人ひとりが注意すること）
　  睡眠不足、体調不良、前日などの飲酒、朝食の未摂取、感冒などの発熱
　  下痢などの脱水など

※健康は安全就業の第一条件、健康診断を受けましょう！

●
就
業
人
員
：
17
名
（
１
人
月
平
均
12
日
就
業
）

●
配
分
金
：
月
平
均
（
5
5
、0
0
0
円
）

●
就
業
時
間

　

＊��

６
時
～
11
時
、
11
時
～
17
時
、
17
時
～
21
時

　

＊�（
土
日
祝
は
朝
１
時
間
遅
く
、帰
り
は
１
時
間
早
い
）

　

＊�

朝
３
人
、
昼
・
夜
２
人
で
就
業

●
主
な
業
務
内
容

　

＊�

利
用
受
付
（
１
日
利
用
受
付
、定
期
利
用
受
付
、

料
金
の
徴
収
・
納
金
）　　

　

＊�

駐
輪
場
の
整
備
・
整
頓
（
巡
回
、
安
全
点
検
、

清
掃
等
）

　

＊�

他
に
自
転
車
整
理
担
当
が
２
人
、
６
時
～
９

時
ま
で
月
６
～
７
回
就
業

●
特　

徴

　

＊��

施
設
が
広
く
、
複
数
で
就
業
し
て
い
る
。

　

＊�

駐
車
場
が
な
い
の
で
、
予
め
通
勤
手
段
を
考

え
て
お
く
必
要
あ
り
。

職
場
紹
介

小
山
駅
東
公
共
駐
輪
場

小
山
駅
東
公
共
駐
輪
場

今
回
か
ら
公
募
対
象
の

　
　就
業
先
の
業
務
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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Ｔ
Ｂ
Ｃ
福
祉
教
育
セ
ン
タ
ー
の
柏
木
聖
子
先
生
を

お
招
き
し
、
小
山
市
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ゆ

め
ま
ち
）
で
、
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
で
あ
る
第
一

印
象
の
大
切
さ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

と
し
て
、

　

Ⓐ
相
手
の
話
を
止
め
な
い
（
頷
く
）

　

Ⓑ
相
槌
を
う
つ

　

Ⓒ
反
復
す
る
（
リ
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
）

　

こ
の
こ
と
が
聞
き
上
手
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

　

①
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
仕
事
と
は

　

②
ど
ん
な
時
に
苦
情
を
言
い
た
く
な
る
か

　

③
ど
ん
な
人
に
仕
事
を
お
願
い
し
た
い
か

　

こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、

話
し
合
い
を

行
い
、
活
発

な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各

グ
ル
ー
プ
の

発
表
が
和
や

か
な
雰
囲
気

の
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

鹿
沼
市
シ
ル
バ
ー
視
察
（
２
╱
29
）

　

女
性
委
員
会
で
は
、
女
性
会
員
の
活
性
化
を
図
る

べ
く
各
種
講
習
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
女
性
会
員
の

就
業
分
析
、
就
業
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

回
、
先
進
地
の
鹿
沼
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。　

　

鹿
沼
市
で
は
、
手
芸
が
得
意
な
会
員
が
集
ま
り
、

手
芸
班
を
組
織
し
、自
分
た
ち
で
作
っ
た
作
品
を「
ま

ち
の
駅
」
で
販
売
し
、
実
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

活
動
し
て
い
る
会
員
は
約
30
名
で
、「
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
の
手
提
げ
」「
布
草
履
」
ほ
か
、
併
せ
て
５

つ
の
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
に
リ
ー
ダ
ー
が
い
て
、
自
主

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
の
駅
」
で
の
商
品
に
は
バ
ー
コ
ー
ド
を
付

け
、
誰
の
作
品
か
が
分
別
で
き
、
配
分
金
も
受
け
取

れ
る
に
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

鹿
沼
市
の
女
性
部
会
で
は
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
シ
ル
バ
ー
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
共
に

手
芸
品
の
頒

布
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

大
変
、
勉

強
に
な
り
ま

し
た
。
今
後

活
動
に
活
か

し
た
い
と
思

い
ま
す
。

菓
子
づ
く
り
（
１
╱
29
）

　

料
理
教
室
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
①
菓
子
づ
く
り
を
希
望
す
る
会
員
が
多
か
っ
た

こ
と
、
②
菓
子
づ
く
り
の
後
の
お
茶
の
時
間
も
楽
し

み
た
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
菓
子
作
り

教
室
を
小
山
市
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま

ち
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
栃
木
市
在
住
の
木
嶋
一
枝
先
生
に
お

願
い
し
、「
紅
茶
と
ス
コ
ー
ン
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
参
加
の
方
も

あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
の
ム
ー
ド
が
と
て
も
良
く
、

直
ぐ
に
打
ち
解
け
、
和
や
か
に
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

ス
コ
ー
ン
作

り
の
後
は
、
お

茶
会
と
な
り
、

ス
コ
ー
ン
を
頂

き
な
が
ら
、
先

生
か
ら
提
供
さ

れ
た
お
い
し
い

紅
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
会
員
と

の
交
流
と
な
り
、

楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

女
性
委
員
会
活
動
報
告

接
遇
マ
ナ
ー
講
習
開
催

２／16



第 90号	 小山シルバーだより	 令和 6年 5月 25日（8）

【会報シルバーだより配布について】�会報シルバーだよりは、シルバー人材センターの地区役員さんの協力のもと、
                                                 配布されています。会報は市内の支所他20数か所に配架されています。

契
約
金
額

請
負
金
額

令和５年度 307 , 034 , 101 円
令和４年度 274 , 195 , 442 円
比　　較 32 , 838 , 659 円

派
遣
金
額

令和５年度 13 , 659 , 972 円
令和４年度 10 , 674 , 304 円
比　　較 2 , 985 , 668 円

総
契
約
額

令和５年度 320 , 694 , 073 円
令和４年度 284 , 869 , 746 円
比　　較 35 , 824 , 327 円

令和５年４月１日〜令和６年３月 31日

会
員
数

人数 総数
男 433人（前年比△４人） 558人

（前年比+７人）女 125人（前年比+11人）

令和６年４月１日現在

入

会

案

説

会

の

内

明

ご

　

入
会
は
60
歳
以
上
の
小
山
市
民
で
す
。
70
歳

以
上
の
方
も
入
会
で
き
ま
す
。

令
和
６
年
６
月
４
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
６
年
７
月
２
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
６
年
８
月
６
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
６
年
９
月
３
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

※
会
場
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
す
。

会
報
　
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
90
号

発
行
日	

令
和
６
年
5
月
25
日

発
行
所	

小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
２
８
５（
28
）４
１
３
０

	

〒
３
２
３

−

０
８
２
９

	

小
山
市
東
城
南
5
丁
目
15
番
地
8

編　

集	

広
報
部
会

写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展
開
催

第
16
回
目
と
な
る
写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展
が
３
月
23

日（
土
）～
24
日（
日
）の
２
日
間
、「
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、私
も
３
月
23

日
に
訪
問
し
、見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

写
真
展
の
テ
ー
マ
は「
自
由
作
品
」「
小
山
の
四
季
」

の
２
つ
で
、会
員
が
思
い
思
い
に
撮
影
し
た
42
点
の

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
自
由
作
品
」は
県
内
県
外
の
風
景
写
真
、中
に
は

外
国
で
撮
影
さ
れ
た
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。「
小
山
の

四
季
」に
は
思
川
桜
、渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
焼
、初

午
の
飾
り
馬
な
ど
定
番
の
作
品
の
ほ
か
、湖
畔
の
家

田
川
や
川
霧
な
ど
撮
影
者
の
独
自
の
感
覚
で
撮
影
さ

れ
た
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。ど
の
作
品
に
も
撮
影
者

の
セ
ン
ス
の
良
さ
が
感
じ
ら
れ
、、楽
し
ま
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

写
真
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、こ
れ
か
ら
も
素
敵
な

写
真
を
撮
っ
て
、来
る
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
も
出

品
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
理
事
長
）

親
睦
会
コ
ー
ナ
ー

日
帰
り
バ
ス
旅
行
が
４
月
９
日（
火
）に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

「
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
と
更
埴
あ
ん
ず
の
里
」と

い
う
テ
ー
マ
で
、〝
早
春
の
長
野
を
訪
ね
、
あ
ん
ず

と
桜
の
花
を
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
〟と
い
う
企
画
で

し
た
。
今
回
の
企
画
で
は
会
員
が
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
ト
イ
レ
付
の
バ
ス
を
用
意
し
て
頂
き
ま
し
た
。

小
山
を
出
発
す
る
６
時
半
頃
は
土
砂
降
り
の
雨
で

先
行
き
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
で
し
た
が
、
バ
ス
の
中

で
は
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
と
就
業
先
報
告
が
あ

り
、
会
員
同
士
の
親
交
を
深
め
な
が
ら
の
バ
ス
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

あ
ん
ず
の
里
は
、
雨
で
車
窓
だ
け
の
花
見
と
な
り

ま
し
た
が
、
上
田
城
を
訪
れ
る
頃
に
は
傘
が
要
ら
な

い
程
に
回
復
し
て
い
ま
し
た
。
お
城
の
桜
は
満
開
で
、

花
を
見
な
が
ら
、
真
田
家
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
た

次
第
で
す
。

帰
り
の
バ
ス
で

は
、
カ
ラ
オ
ケ
と

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が

あ
り
、
日
頃
の
疲

れ
を
忘
れ
る
楽
し

い
旅
行
で
し
た
。

（
一
参
加
者
よ
り
）

　「
日
帰
り
バ
ス
旅
行
」

４／９


